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研究成果の概要（和文）： 
 日本の研究者が世界各地で撮影した写真や動画は、世界諸地域の当時の姿を記録した貴重な資源で
あり、学術史を反映する遺産でもある。しかし、それらの画像は関係者の間に埋もれ、相互利用できる
形になってこなかった。本研究支援事業では、地域研究に関わる進行中の科研費プロジェクトのうち、
その研究にとって過去に蓄積された画像資料のデジタル化・共有化が大きな貢献をなすものを選定し、
デジタル化・データベース化を進めた。その結果、6 年間に 105 件の申請を受けつけ、のべ 75 件の科
研費プロジェクトを支援した。本研究支援事業により、科研費メンバーや調査地の人びとが多数の写
真・動画とテキスト情報を共有できるようになった。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
 本研究支援事業では上記の短期的な成果に加え、長期的な成果として、写真データベースをインタ
ーネット経由で公開することを構想している。研究情報の付与と権利関係の整理をすべての写真に関
して完了するには、長い時間が必要だが、一般公開はたんなる研究成果のアウトリーチにとどまらな
い。すなわち、異なる分野間における研究資料の共有によって、これまでに見落とされていた価値の発
見（たとえば、文章によって記録されていなかった事実の発見など）につながることが期待できる。さ
らに、数十件におよぶデータベースを横断的に検索するシステムを開発することで、地域研究に係る
オープンサイエンスの基盤が形成される。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this research support project, we supported digitization of photographs and building 
databases in order that ongoing Kakenhi projects in area studies double the products.  As a 
result, we received 105 applications in the six years and supported 75 Kakenhi projects.  Our 
support enabled project members and field collaborators to share a large number of photos, 
videos, and text information.  In the future, by publishing these photo databases through 
internet and sharing research materials among different academic disciplines, a platform of 
discovering neglected values of records will be formed.  Together with development of the 
cross-search system of dozens of databases, a base of open science related to area studies is 
expected to be formed. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国においては、科学研究費補助金による野外調査や、大学共同利用機関等の設置による国際共

同研究によって毎年多くの海外調査が実施され、当該分野での顕著な成果をおさめてきた。これらの
海外調査によって蓄積された写真・動画資料は天文学的な数量にのぼる。しかしながら、これらの資料
は、（1）当該研究に専ら利用されることを想定していること、（2）自然科学分野の調査による資料と人
文社会科学分野の調査による資料とで学術的評価が異なるために相互に利用することを想定していな
いこと、（3）当該写真に対する付加的情報（撮られた対象や場所、それに付随する状況）が必ずしも他
者が利用可能なかたちで明示されていないこと等、さまざまな理由から、学術的な共有財とはなって
こなかった。ひとつひとつの画像資料は、それが自然科学的関心から撮られたものであろうとも、対象
となった時空間の瞬間の現実を切り取った資料として、撮影者の想定以上の情報量を潜在的に有して
いる。さらに、それらの情報が相互参照可能なかたちでリンクされたとすれば、蓄積された画像資料が
総体として有する価値は、他に類を見ないものとなる。本研究支援が構築しようとするプラットフォ
ームにおいては、相互参照が困難であった写真・動画資料を統合的なデータベースとして整理するこ
とによって学術的な付加価値の高いビッグデータが生成される。これにより、公募で採択された個々
の科研費プロジェクトにとって研究の格段の進展が期待されるだけでなく、これまで個別の学問体系
や地域の特有のものとして処理されてきた問題を地球規模の時空間にかかる統合的かつ分野横断的な
問題系として対応できる異分野融合型の地域研究への展開が可能になる。 
 
２．研究の目的 
日本の研究者による世界各地での現地調査の際に撮影された写真や動画などの画像資料は、世界諸

地域の調査当時の実態を記録した貴重な研究資源であるとともに、日本の学術史を反映する学術遺産
でもある。本研究支援事業の目的は、地域研究に関わる進行中の科学研究費助成事業プロジェクトを
対象に、過去に蓄積された画像資料のデジタル化・データベース化を通じて申請者の科研研究を支援
し、将来にわたる研究情報の集積と共有化の基盤を整備することで研究の格段の進展を促すことにあ
る。また、この事業を通じて、世界の諸地域に関する画像資料を集積したデータベース「地域研究画像
デジタルライブラリ」（略称 DiPLAS）を構築し、時空と分野を超えた研究の展開や、新たな研究領域の
開拓にむけての基盤とする。本事業の実施にあたっては、進行中の科研費採択課題実施者を対象に広
く公募をおこなっている。採択されたプロジェクト（以下、「公募プロジェクト」とよぶ）に対しては、
当該公募プロジェクトの所蔵する写真・動画資料をプラットフォームにおいてデジタル化・データベ
ース化し、さらには地域研究に関わる基本情報と画像内容に関わるテキスト情報の入力の支援も行な
うことで学術資源としての整備をはかり、公募プロジェクト内での共有化を進めてきた。このデータ
ベースは逐次、情報を付加・充実できる仕様とし、支援期間の終了後も継続的に学術研究の展開に活用
できるものとしている。こうして整備されたデータを主として撮影地のコミュニティと共有し、記録
と記憶の継承を図るとともに、集積されたデータのうち公開可能なものをオープンアクセス化し、最
終的には地域研究画像資料の国際的共有化を図る。 
事業の中核機関となる国立民族学博物館（民博）は、20 世紀後半以降に形成された世界最大規模の

民族誌標本資料と民族誌写真を所蔵し、そのデータベース化による公開を世界に先駆けて進めてきた。
このノウハウを研究者に提供することによって、当面のデータ作成の支援を果たし、日本全体のスト
ックを活用できる体制を構築することによって、画像データを用いたさらなる研究環境を提供しよう
というのが、本プロジェクトの狙いである。 
 
３．研究の方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本プラットフォームの研究支援は、①デジタル化支援活動と②地域研究情報ドキュメンテーション

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 



支援活動（以下、ドキュメンテーション支援活動）からなり、これらを統括する「プラットフォーム委
員会」が、その事業の調整運営にあたっている。また、別途組織する審査委員会により公募プロジェク
トの採択審査をおこなっている。 
①デジタル化支援活動は、中核機関である国立民族学博物館が、連携機関の国立情報学研究所と共同
して、画像資料のデジタル化を進め、データベース・システムの構築とその運用にあたるものである。 
②ドキュメンテーション支援活動は、中核機関の国立民族学博物館と、連携機関の京都大学東南アジ
ア地域研究研究所、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所、東京大学東洋文化研究所が担当
し、各機関に所属する研究支援分担者が採択されたプロジェクトの資料調査を実施し、資料の特性に
合わせたデータベース項目の整備をはかってきた。その後、国立民族学博物館において、利用許諾の取
得もしくは著作権処理をおこなったうえで、技術支援員が、基本情報と画像内容に関わるテキスト情
報の入力支援を実施している。 
上記事業の具体的な運営・実施にあたっては、中核機関である国立民族学博物館館内で、以下のよう

なチームを編成し、相互に緊密に連携しつつ、事業を推進している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なお、平成 30 年度からは、AI（人工知能）を利用して画像内容の自動入力（自動タグ付け）を可能

にするシステムを導入する一方、ファイルやスライドのマウントに記載されている文字情報の入力を
プラットフォーム側で入力することを徹底した。また、希望者には、画像内容を撮影者が口述して録音
し、それをプラットフォーム側で入力するという支援も実施した。 
この AI を利用した自動タグ付けにより、人物が映り込んでいる画像をまとめて抽出することが可能

となり、肖像権処理の必要なものは、当該人物との間の文書の交換はもとより、当該人物の連絡先の探
索も含めて、プラットフォーム側で実施することとした。 
公募プロジェクトでは、以上のような作業を経て提供されるデータベースを用いて、関連情報を付

加しつつ、科研の研究計画を遂行している。令和 3 年度には、利用者自身で画像を追加していくこと
のできる「DIY（Do It Yourself）型データベース」機能も実装し、支援終了後も継続的にデータベー
スを活用できる仕組みを整えた。このようにして築かれたデータベースのデータのうち、公開の可能
なものを、順次国際的に共有することとしている。 

 
 

４．研究成果 
６年間をつうじて、研究支援を希望する旨の申請書が 105 件寄せられた。これは、学術研究支援基

盤形成のカテゴリーに属する他の事業からみれば、大きくない数字かもしれない。しかし、単独の研究
者により進められる傾向があり、共著論文の割合も多くないフィールド研究の分野においては、むし
ろ健闘したという見かたもできる。プラットフォーム側は、この申請すべてを受けいれることができ
ず、最終的に採択数を 75 件に限定せざるをえなかった。75 件の案件の成果として構築されたデータベ
ースは、関連するものを統合するなどした結果、最終的には 56 件にまとめられる予定である。その公
開は、各公募プロジェクトの進展などを勘案しながら、今後も順次進めていく。データベースを作成し
て支援完了とするのではなく、フリーアクセスという意味での公開にいたるまでには、さまざまな段
階を設けてそれぞれに応じた公開と利用をおこなっていくべきであるというのが、本事業をつうじて
得られた知見のひとつである。中核機関である国立民族学博物館は、資料を委託された機関として、今
後も公募プロジェクト代表者と緊密な連携をとりつつ適切な公開をおこなっていく予定である。 
なお、令和４年度以降、本事業は人間文化研究機構が継承し、共創先導プロジェクト（共創促進研

究）の一環として進めていくこととなった。課題名は「学術知デジタルライブラリの構築」である。写
真のみならず、動画や音声など、再生に時間を要する資料もデジタル化して資料整理が可能となる予
定である。将来的には、フィールドノートなどページ順に配列された画像などもデータベース化し、一
括して扱えるようにする予定である。令和３年度まで６年間にわたって展開した本事業では、その基
礎となる部分の構築と運営に関して多大な知見を得ることができた。 
【URL】https://www.r.minpaku.ac.jp/x-diplas/diplas/ 
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